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1/17 “第５回MBTみんなで守るいのちの映画祭”を日経ホールで開催
最優秀賞の栄冠は柴田明良監督の「器」に！

特別上映「火火」の主演女優 田中裕子さんが舞台からエール！

① ②

③ ④

⑤

⑥

←最優秀作品賞受賞の
柴田明良氏を挟み、
篠原哲雄審査委員長（左）
川口昌彦運営委員長（右）

・第5回MBTみんなで守るいのちの映画祭は、好天に恵まれた1月17日（土）午後に、東京大手町の日経
ホールで約400名の参加者を得て盛大に開催されました。
・開会あいさつで細井裕司理事長はMBT映画祭の開催趣旨を改めて説明され（写真①）、そしてMBT映
画祭を激励するメッセージが高市早苗内閣総理大臣から届けられ司会者より紹介されました。
・続いて、応募作品数61本から選ばれた入賞作品6本が上映され、プロの映画監督、奈良医大医療者、
難病患者さん代表の7人の構成からなる審査委員会（委員長：映画監督篠原哲雄氏）による白熱した
審査の結果、下表に示すように最優秀賞1本、優秀賞1本、特別賞2本の計4本の受賞作品が選ばれ
表彰されました。特別賞の1本は、これまで5回の映画祭では初めての海外作品となりました。
・作品上映後のトークセッションでは、ステージ上で3人のプロ映画監督等審査員と、韓国からWEB参
加のバンユジン氏を含む6人の作品監督により、作品の評価や改善点などの意見交換が行われ、観覧
者もプロの映画監督の視点や映画作りの考え方に興味深く聞き入っていました。
・表彰式後、特別上映「火火」に先立ち、本映画祭の趣旨に賛同された主演女優の田中裕子さんが舞台

挨拶に立たれエールを送っていただきました（田中裕子様の舞台挨拶の様子は別号で紹介します）。

賞品名 作品監督名 作品タイトル名

最優秀作品賞 柴田明良 器

優秀作品賞 長櫓生真 誰もが青春を謳歌できるわけじゃない

特別賞 濱本敏治 さわる

特別賞 반유진（バン ユジン） 꿈이라도 좋아（Dream Of You）

①

←表彰式後に受賞監督を挟んで審査委員、運営委員との記念写真

←優秀作品賞受賞の
長櫓生真氏を挟み、
久保和明審査委員（左）
川口昌彦運営委員長（右）

←特別賞受賞の
濱本敏治氏を挟み、
西尾孔志審査委員（左）
川口昌彦運営委員長（右）



第5回MBTみんなで守るいのちの映画祭スナップ

①
②

③ ④

⑤

⑦

＜写真説明＞
①12時30分の開場前から観覧者が列を為し、開場と

ともに行列で受付を実施

①ー１受付で参加者チェックの様子

①ー２受付で先着200名様に柿渋飴を無料サービス

①ー３細井裕司理事長著書のPRと販売

②ステージで行われたトークセッション

③最終審査に臨まれた審査委員会メンバー

④特別上映「火火」に先立ち、主演女優の田中裕子様

が舞台挨拶

⑤交流会風景、作品監督、審査委員、ご来賓、

主催関係者が作品監督を囲んで歓談
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